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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　　　わたしを記念するため　　Ｉコリント １１：２３－２７
覚えてもらうということは、うれしいことです。アメリカに来て間もないときにとてもうれしく、また感心したことの一つに、多くのアメリカ人が名前をすぐ覚えてくれるということでした。遠くからでも見える

と、手を振りながら名前を呼んでくれます。言葉に不自由し、慣れないアメリカ生活の中で心細い時に名前を覚えて呼んでくださることは、とてもうれしく励まされたことでした。その反対に、忘れられたり知っている人は誰もいないということは、淋しく、また悲しいことです。誰も知らない人たちばかりの故郷に帰って淋しい思いをした「浦島太郎」の物語が、ふと頭の中をよぎります。
　アメリカの公休日であるメモリアルデーに関連しつつ、イエス・キリストがおっしゃった「わたしを覚えて、これを行いなさい。」のお言葉を吟味したいと思います。
　
１．メモリアルデー
レークサイド教会は、毎年メモリアルデーのときにレークサイド教会関係のお墓を訪れて、先に召された人々を偲びつつ花を飾り、讃美と聖書朗読と祈祷のときをもちます。今年のメモリアルサンデーにも教会の人たちと一緒にお墓に花を飾りながら、「この方は純なクリスチャン信仰の人で愛を実践され、若い人たちを励ましてくれました。この方もご馳走を作って人々をもてなし、励まし、イエス様の愛を実践されました。この方も熱心な祈りの人であった。この方たちの信仰によって築き上げたことで、今の私たちがその恩恵を受けている。」、と語りつつ感謝を覚えたことでした。アメリカのメモリアルデーは南北戦争（1861～1865年）のときの戦没将兵に敬意を払う記念日として始まり、その後の戦没将兵、さらに一般の人たちの召天のメモリアルデーとしての意味を含めたメモリアルデーとなりました。

イスラエルの民にとって意義深いメモリアルデーに、「過越の祭り」（出エジプト12:1-27）があります。
過越は、神がモーセを指導者として用い、イスラエルの民をエジプトから解放するときにもたらした死の災いが、小羊の血を家の入り口の柱と鴨居に塗ったイスラエルの家を過ぎ越していったことを記念するものです。
主イエス・キリストは、イスラエルの民及び人類を罪から救い出すために十字架にかかって死なれ、真の小羊となり、過越は主の晩餐の原型となりました（Ｉコリント5:7）。
２．主の晩餐
主の晩餐はバプテスマと共に、イエス・キリストが制定したキリスト教会における重要な礼典です。バプテスマは新生の象徴として一度、主の晩餐は、キリストの十字架の死の意味を覚え、キリストにおいて永続する命の交わりと信仰の成長の象徴として繰り返されていくものです。主イエス・キリストは裏切られて逮捕されるその夜、弟子たちと共に過越しの食事を取りました。御自身を過越の小羊になぞらえて、パンを取って「これはあなたがたのための、わたしのからだです。」といわれ、そして杯を取って、「この杯は、わたしの血による新しい契約です。」、といわれました。主イエス・キリストが救いを完成するために御自身が十字架上で体を裂いて血を流して罪の代価を支払ってくださったことを、再びおいでになるまで救いの恩恵を感謝しつつ繰り返し記念しなさい、と命じています。
　　
３．キリストの体なる教会　

主の晩餐は、初期のうちは共同の食事の形で聖餐と愛餐とが一緒に執り行われていました（使途2:42、Ｉコリント11:20-21）が、聖餐式が今日のようなありかたに定められたのは、もう少し時を経てからのことです。晩餐そのものは厳粛な礼拝行為であるべきです。ところが、パウロはコリントの教会の人たちが争いながら主の晩餐に臨んでいる悲しい現状を知り、憂いました。それゆえ、パウロは、「ですから、ひとりひとりが自分を吟味して、そのうえでパンを食べ、杯を飲みなさい。」と罪を悔い改め、キリストの愛を実行するように促しています。このことはキリストの体に結ばれた者が実行し、個人の信仰生活と共にキリストの体である教会が正常に機能していくために大切なことがらです。
聖書の教えは、天地創造から永遠の御国での生活のことまでの遠大な広範囲に及んでいますが、その中心テーマはイエス・キリストの十字架による救いです（ヨハネ5:39）。「わたしは、あなた方を捨てて孤児にはしません。」（ヨハネ14:18）とおっしゃった主イエス・キリストが、十字架にかかって罪の代価を支払って救いを与えてくださったことを絶えず覚え、御心をなしていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞
